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富
津
市
天
羽
地
区
に
、
と
て
も
元
気
な
農
業

集
団
が
あ
り
ま
す
。そ
の
名
は

ヘ
ッ
ド
マ
ン
・

フ
ァ
ー
ム

。

　
平
成
22
年
、
少
子
・
高
齢
化
で
地
区
の
共
同

体
意
識
が
低
下
す
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
た
５

戸
の
農
家
で
発
足
し
ま
し
た
。
拠
点
は
同
じ
敷

地
に
あ
る
５
棟
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
。
イ
ン
ゲ

ン
＋
レ
タ
ス
を
柱
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
栽
培
管
理
は
個
別
、
労
力
が
必
要
な
作
業

は
農
家
同
士
が
相
互
に
支
え
あ
う
地
域
共
同
体

で
す
。

　
８
月
で
ヘ
ッ
ド
マ
ン
・
フ
ァ
ー
ム
は
誕
生
７

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
地
域
内
で
構
築
し
た
信

頼
関
係
が
実
を
結
び
、
仲
間
も
10
戸
に
増
え
ま

し
た
。
お
互
い
が
技
術
を
学
び
、
新
し
い
こ
と

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
そ
の
結
果
、
な
ば
な
、
レ

タ
ス
、
キ
ャ
ベ
ツ
等
の
水
田
裏
作
野
菜
の
導
入

も
進
展
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
雇
用
や
就
農
の

機
会
も
拡
大
し
、
若
い
後
継
者
も
定
着
し
て
い

ま
す
。

　
水
田
農
業
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
中
山
間
地
域
で
は
、
個
か
ら
集
団
に
移
行

し
経
営
の
効
率
化
を
図
る
動
き
が
見
ら
れ
ま

す
。
地
域
単
位
で
農
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ
よ

う
と
す
る
ヘ
ッ
ド
マ
ン
・
フ
ァ
ー
ム
の
取
組
は
、

新
た
な
営
農
モ
デ
ル
と
し
て
拡
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
輝
け
！
ヘ
ッ
ド
マ
ン
。

　
ガ
ッ
ツ
だ
！
ヘ
ッ
ド
マ
ン
・
フ
ァ
ー
ム
！

（
柴
嵜
）

ガッツだぜ！ ヘッドマン・ファーム

　
Ｉ
Ｐ
Ｍ（
総
合
的
病
害
虫
・
雑

草
管
理
）と
は
、
化
学
合
成
農
薬
だ

け
に
頼
ら
ず
に
複
数
の
防
除
技
術

を
組
み
合
わ
せ
、
農
作
物
の
収
量

や
品
質
に
経
済
的
な
被
害
が
出
な

い
程
度
に
病
害
虫
や
雑
草
の
発
生

を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
に

基
づ
く
防
除
手
法
の
こ
と
で
す
。

　
防
除
技
術
は
主
に
次
の
４
つ
に

大
別
で
き
ま
す
。

（
１
）生
物
的
防
除

　
農
作
物
を
加
害
す
る
病
害
虫
の

天
敵
の
利
用
等

（
２
）化
学
的
防
除

　
散
布
時
期
や
薬
剤
の
特
徴
を
考

慮
し
た
化
学
合
成
農
薬
の
利
用
等

（
３
）耕
種
的
防
除

　
土
壌
改
良
の
実
施
や
抵
抗
性
品

種
・
台
木
の
利
用
等

（
４
）物
理
的
防
除

　
防
虫
ネ
ッ
ト
や
反
射
資
材
の
利

用
等

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
生
物
的
防
除

を
実
践
し
て
い
る
若
手
農
業
者
の

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　
農
業
就
業
人
口
に
占
め
る
女
性

の
割
合
は
約
半
数
を
占
め
て
い
ま

す
。
農
業
経
営
の
発
展
に
お
い
て

女
性
の
活
躍
は
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
　

　
そ
こ
で
、
様
々
な
経
営
類
型
、

世
代
の
会
員
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
農
業
経
営
の
発
展
、
地
域
の

農
業
振
興
を
目
的
に
「
き
み
つ
農

業
女
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
平
成

29
年
２
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

君
津
４
市
で
活
動
す
る
15
名
の
女

性
農
業
者
が
加
入
し
て
お
り
、
女

性
独
自
の
視
点
を
生
か
し
、
農
業

技
術
の
向
上
、
経
営
者
と
し
て
の

資
質
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
、
六
次
産
業
化
で
地
域

活
性
化
に
取
り
組
む
女
性
農
業
者

か
ら
講
演
を
い
た
だ
く
な
ど
、
農

業
の
新
た
な
可
能
性
に
つ
い
て
勉

強
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
促
進
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
農

業
に
新
し
い
風
を
吹
か
せ
る
た
め
、

農
業
委
員
や
団
体
役
員
へ
の
女
性

の
登
用
増
加
に
向
け
て
積
極
的
に

設立総会の様子

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
き
み
つ
農
業
女
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
は
、
新
規
会
員
を
募
集
中
で

す
。
君
津
４
市
の
女
性
農
業
者
で

あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
会
員
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
緒
に
君
津

地
域
の
農
業
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ

う
。
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
君

津
農
業
事
務
所
改
良
普
及
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
加
藤
）

ハダニ調査中の栗原氏

女
性
の
力
で
地
域
を
元
気
に
！

〜
き
み
つ
農
業
女
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
〜

　
君
津
市
平
山
で
観
光
い
ち
ご
園

を
営
む
栗
原
克
典
さ
ん
は
、
後
継

者
と
し
て
就
農
直
後
、
い
ち
ご
部

門
を
任
さ
れ
、
栽
培
管
理
技
術
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
い
ち
ご
栽
培
で
重
要
な
害
虫
で

あ
る
ハ
ダ
ニ
類
の
防
除
を
課
題
化

し
、
自
身
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
天
敵
に
よ
る
防
除
技
術
を
学
び
、

計
画
、
実
行
、
考
察
を
繰
り
返
し
、

現
在
天
敵
に
よ
る
ハ
ダ
ニ
類
の
防

除
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　
天
敵
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
化

学
合
成
農
薬
の
使
用
回
数
が
低
減

で
き
、
安
心
安
全
な
農
産
物
を
消

費
者
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
散

布
労
力
の
省
力
化
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　 

　
　（
吉
井
）

地
域
共
同
体
で
支
え
合
う
営
農
モ
デ
ル

〜
ヘ
ッ
ド
マ
ン
・
フ
ァ
ー
ム（
富
津
市
）〜

Ｉ
Ｐ
Ｍ
に
取
り
組
む

　
　
　

  

若
手
生
産
者
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近
年
の
米
価
低
迷
の
た
め
、
水
田
で
の

野
菜
栽
培
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
来

か
ら
、
木
更
津
市
、
君
津
市
及
び
袖
ケ
浦

市
で
は
レ
タ
ス
、
富
津
市
で
は
な
ば
な
が

水
田
裏
作
で
栽
培
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
５
年
前
か
ら
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が

君
津
市
・
富
津
市
を
中
心
に
栽
培
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　【
レ
タ
ス
】

 

　
レ
タ
ス
は
地
域
農
業
の
基
幹
品
目
に

な
っ
て
お
り
、
８
月
上
旬
か
ら
は
種
が
始

ま
り
、
８
月
下
旬
か
ら
定
植
、
10
月
中
旬

か
ら
５
月
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。
一
部
ほ
場

で
は
、
夏
は
と
う
も
ろ
こ
し
、
冬
は
レ
タ

ス
を
作
付
け
し
て
お
り
、
レ
タ
ス
の
ト
ン

ネ
ル
被
覆
を
利
用
し
て
と
う
も
ろ
こ
し
を

早
期
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
ほ
場
は
排
水
性
の
良
い
と
こ
ろ
を
選
び
、

畝
を
立
て
、
マ
ル
チ
を
張
っ
て
栽
培
し
て

い
ま
す
。
秋
ど
り
は
マ
ル
チ
の
み
、
年
内

ど
り
は
ト
ン
ネ
ル
栽
培
、
木
更
津
市
で
は

年
明
け
ど
り
は
ト
ン
ネ
ル
内
に
さ
ら
に
べ

た
が
け
を
し
て
栽
培
し
ま
す
。

　
レ
タ
ス
栽
培
に
は
マ
ル
チ
や
ト
ン
ネ
ル

用
の
資
材
を
必
要
と
し
ま
す
が
、
比
較
的

湿
害
に
強
く
、
水
田
で
の
栽
培
に
向
い
て

い
る
品
目
で
す
。
ト
ン
ネ
ル
内
の
温
度
管

理
等
で
栽
培
技
術
を
要
求
さ
れ
ま
す
が
、

販
売
金
額
は
10
ａ
当
た
り
約
60
万
円
と
高

く
、
経
営
の
柱
に
で
き
る
品
目
で
す
。

　【
な
ば
な
】

 

　
な
ば
な
は
富
津
・
天
羽
地
区
で
栽
培
さ

れ
て
お
り
、
天
羽
地
区
で
は
水
田
で
も
多

く
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
羽
地
区
で
は

畝
た
て
を
請
け
負
う
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
組
織

が
あ
る
他
、
希
望
す
る
生
産
者
に
は
共
同

で
の
農
薬
散
布
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
ば
な
は
８
月
下
旬
か
ら
は
種
が
始
ま

り
、
概
ね
10
月
で
は
種
を
終
え
、
11
月
中

旬
か
ら
春
先
に
か
け
て
収
穫
し
ま
す
。
な

ば
な
は
収
穫
期
間
が
長
く
、
収
穫
・
調
製

に
手
間
が
か
か
り
ま
す
が
花
蕾
を
束
ね
る

従
来
の
出
荷
形
態
の
他
に
、
調
製
作
業
が

簡
易
な
袋
詰
め
や
、
箱
詰
め
バ
ラ
で
の
出

荷
も
労
働
力
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き
ま
す
。

束
ね
形
態
で
の
出
荷
で
は
、
販
売
単
価
が

高
く
、
上
手
く
作
れ
ば
10
ａ
当
た
り
の
販

売
金
額
は
約
50
万
円
と
高
く
、
小
面
積
で

も
よ
い
収
入
源
と
な
り
ま
す
。

　【
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
】

 

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
Ｊ
Ａ
き
み
つ
が
水
稲

農
家
の
所
得
向
上
を
目
指
し
、
生
産
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
育
苗
は
通
常
８
月
中
下

旬
か
ら
約
３
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。
稲

刈
り
時
期
と
重
な
る
た
め
、
育
苗
は
花
き

農
家
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。
９
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
定
植
し
、
11
月
下
旬
か
ら
２
月

に
か
け
て
収
穫
を
行
い
ま
す
。
栽
培
は
比

較
的
容
易
で
す
が
、
湿
害
に
弱
い
た
め
、

排
水
対
策
を
徹
底
し
な
い
と
収
穫
が
皆
無

に
な
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
10
ａ
当
た

り
の
販
売
金
額
は
約
20
万
円
で
す
。

　
キ
ャ
ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
な
ば
な

な
ど
の
あ
ぶ
ら
な
科
は
低
温
に
強
く
、
レ

タ
ス
に
比
べ
栽
培
が
容
易
で
あ
り
、
ト
ン

ネ
ル
等
の
資
材
が
必
要
な
い
た
め
、
野
菜

栽
培
の
経
験
が
少
な
い
方
で
も
取
り
組
み

や
す
い
品
目
で
す
。
し
か
し
、
あ
ぶ
ら
な

科
は
湿
害
に
弱
く
、
本
来
は
水
田
に
向
く

品
目
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
水

田
で
栽
培
す
る
場
合
は
、
排
水
対
策
が
最

も
重
要
に
な
り
ま
す
。
明
渠
や
高
畝
の
ほ

か
に
、
ほ
場
の
根
本
的
な
排
水
性
改
善
の

た
め
、
暗
渠
・
弾
丸
暗
渠
の
整
備
や
、
堆

肥
施
用
等
に
よ
る
土
壌
改
良
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
近
年
は
定
植
時
期
に
天

候
不
良
で
、
ほ
場
づ
く
り
が
遅
れ
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
定
植
遅
れ
は
活
着
不
良
、

生
育
不
良
に
つ
な
が
り
ま
す
。
早
期
の
ほ

場
準
備
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　（
川
上
）

水
田
で
の
秋
冬
野
菜
栽
培

　
平
成
25
年
の
12
月
「
農
林
水
産
業
・
地
域

の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
「
平
成
30

年
産
か
ら
を
目
途
に
、
行
政
に
よ
る
生
産
数

量
目
標
の
配
分
に
頼
ら
ず
と
も
、
国
が
策
定

す
る
需
給
見
通
し
等
を
踏
ま
え
つ
つ
生
産
者

や
集
荷
業
者
・
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
円
滑

に
需
要
に
応
じ
た
生
産
が
行
え
る
よ
う
、
行

政
・
生
産
者
・
団
体
・
現
場
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
」
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
米
の
直
接
支
払
交
付
金

（
10
ａ
当
た
り
７
千
５
百
円
）
は
廃
止
さ
れ

ま
す
が
、
飼
料
用
米
、Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
、
米
粉

用
米
、
麦
・
大
豆
等
戦
略
作
物
へ
の
助
成
は

継
続
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
30
年
産
か
ら
は
「
生

産
調
整
が
な
く
な
り
、
米
を
作
り
た
い
だ
け

作
れ
る
よ
う
に
な
る
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
実
際
に
は
「
米
価
を
維
持
す
る
た
め
に

生
産
者
や
集
荷
業
者
が
中
心
と
な
っ
て
需
要

に
応
じ
た
米
生
産
を
行
う
」
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
千
葉
県

で
は
30
年
産
以
降
の
取
組
方
針
を
次
の
よ
う

に
定
め
ま
し
た
。

　
県
段
階
で
は
、
千
葉
県
農
業
再
生
協
議
会

が
県
全
体
の
主
食
用
米
及
び
飼
料
用
米
等
の

　
平
成
30
年
か
ら
米
政
策
が
一
部
見
直
さ

れ
ま
す
が
、
米
価
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
需
要
に
応
じ
た
生
産
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
米
の
消
費
量
が
減
り
続
け
て
い
る
現
状

で
は
、
今
後
、
主
食
用
米
の
作
付
け
を

増
や
す
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
す
。「
主

食
用
米
を
作
付
け
ら
れ
な
い
か
ら
他
の

物
を
作
る
」
で
は
な
く
、
飼
料
用
米
等

を
本
作
と
し
て
捉
え
、
積
極
的
に
助
成

金
制
度
等
を
活
用
し
、
経
営
安
定
に
つ

な
げ
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
、
君
津
管
内
で
は
約
330
　ha
の
飼

料
用
米
が
作
付
け
さ
れ
ま
し
た
が
、
７

割
近
く
は
取
り
組
み
や
す
い
一
括
管
理

方
式
を
選
択
し
て
主
食
用
品
種
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
は
主
食
用
米

と
同
様
に
栽
培
し
て
、
標
準
単
収
分
を

飼
料
用
米
と
し
て
出
荷
し
、
そ
れ
以
上
の

収
量
分
は
主
食
用
米
と
し
て
販
売
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
在
の
助
成
制
度
と
米
価
水

準
で
は
、
多
収
性
専
用
品
種
を
導
入
し
て

交
付
金
制
度
を
最
大
限
に
活
用
し
た
方
が

収
益
増
を
期
待
で
き
ま
す
。

　
区
分
管
理
方
式
を
選
択
し
て
多
収
性
専

転
作
作
物
の
生
産
目
安
を
設
定
し
ま
す
。

主
食
用
米
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
生

産
数
量
目
標
」
に
代
わ
る
「
生
産
目
安
」

を
設
定
し
、
各
地
域
農
業
再
生
協
議
会
に

提
示
し
ま
す
。

　
市
町
村
段
階
で
は
、
県
協
議
会
か
ら
提

示
さ
れ
た
主
食
用
米
の
「
生
産
目
安
」
に

基
づ
き
地
域
農
業
再
生
協
議
会
が
生
産
者

別
の
「
生
産
目
安
」
を
設
定
し
て
通
知

す
る
と
と
も
に
、Ｊ
Ａ
、
集
荷
業
者
、
担

い
手
農
家
の
参
画
を
得
て
、
主
食
用
米
、

飼
料
用
米
、
地
域
振
興
作
物
等
の
推
進

方
向
等
を
記
載
し
た
水
田
活
用
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
ま
す
。

　
生
産
者
段
階
で
は
、「
生
産
目
安
」
を

考
慮
し
、
主
食
用
米
の
需
給
見
通
し
や

飼
料
用
米
、
地
域
振
興
作
物
等
の
需
要

情
報
等
を
踏
ま
え
、
主
体
的
経
営
判
断

と
販
売
戦
略
に
基
づ
き
、
ど
の
よ
う
な

作
物
を
ど
れ
だ
け
生
産
す
る
か
の
営
農

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
生
産
者
主
体
の
需
要
に
応

じ
た
米
生
産
を
着
実
に
実
施
す
る
に
は
、

各
機
関
が
「
生
産
目
安
」
数
字
の
設
定
、

作
付
け
の
計
画
及
び
作
付
け
の
各
段
階
に

お
い
て
連
携
を
強
化
し
、
情
報
共
有
を
図

り
な
が
ら
水
田
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　（
企
画
振
興
課
・
川
上
） 特集 水田の高度化利用

30
年
以
降
の

米
政
策
は
こ
う
変
わ
る

経
営
安
定
に
向
け
て
、
飼
料
用
米
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

用
品
種
を
導
入
す
れ
ば
、
10
ａ
当
た
り
１

万
２
千
円
の
追
加
助
成
が
上
乗
せ
に
な
り

ま
す
し
、
収
量
性
の
高
い
品
種
な
の
で
、

施
肥
量
を
増
や
す
必
要
は
あ
り
ま
す
が
数

量
払
い
の
最
高
額
10
万
５
千
円
（
標
準
単

収
＋
150
㎏
の
増
収
）
を
目
指
す
こ
と
も
可

能
で
す
。（
※
助
成
金
の
仕
組
み
や
単
価
は

平
成
29
年
度
の
金
額
で
す
。
変
更
さ
れ
る

場
合
も
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。）

　
多
収
性
専
用
品
種
に
つ
い
て
は
、
茎
が

太
く
籾
の
量
も
多
い
こ
と
か
ら
コ
ン
バ
イ

ン
へ
の
負
担
を
懸
念
す
る
声
も
聞
か
れ
ま

す
が
、
刈
取
り
速
度
や
刈
取
り
条
数
を
減

ら
す
等
の
対
応
や
、
収
量
性
は
や
や
落
ち

ま
す
が
以
前
は
主
食
用
と
し
て
栽
培
さ
れ

て
い
た
「
ア
キ
ヒ
カ
リ
」「
初
星
」
が
知

事
特
認
品
種
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
主
食
用
品
種
と
同
様
の
栽
培
管
理

で
専
用
品
種
助
成
を
受
け
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

　「
ア
キ
ヒ
カ
リ
」
の
種
子
に
つ
い
て
は

主
食
用
米
の
種
子
と
同
様
に
Ｊ
Ａ
等
で
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、
来
年
の
栽
培
を

検
討
し
て
い
る
方
は
９
月
の
注
文
時
期
に

遅
れ
ず
に
申
し
込
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
他

の
専
用
品
種
の
種
子
に
つ
い
て
は
、
市
農

業
再
生
協
議
会
を
通
じ
て
注
文
を
取
り
ま

と
め
ま
す
の
で
各
市
に
御
相
談
願
い
ま

す
。
　
　        

　
　
　     

（
櫻
井
）


